
指定性能評価機関のグレ ード （        H       M         R  ） 以上の工場と する 。

・ 単位荷重

（ 　 ） 内は他の短期荷重と 組合せる 場合

地　 震主架構 備　 　 　 　 考

架　 　 　 構　 　 　 形　 　 　 式

土質柱状図

１ ０ ） 設計用地耐力

基礎形式場　 　 所
基礎深さ （ m）

９ ） 鉄骨製作工場

種　 　 　 　 別

ク ーリ ン グタ ワ ー

エレ ベータ ー

フ ォ ーク リ フ ト

８ ） 特殊荷重

重量　 　 　 数

短　 期長　 期

設計地耐力（ kN/m　 ）
備　 　 　 考

備　 　 　 　 考

注記ある 場合以外　 印の項目を 適用する 。

・ 垂直積雪量

・ 設計用積雪荷重

５ ） 積雪荷重

６ ） 積載荷重

室　 　 　 名

・ 区　 　 域

小　 梁床

長期　 　 1800　 N/m　 、 　 短期　 　 　 　 　 　 　 N/m　 　 （ 　 　 　 　 　 　 N/m　 ）

２ ） 地震荷重

３ ） 土圧及び水圧

・ 標準せん断力係数（ 一次設計用）

・ 振動特性係数　 　 Rt=1. 0

・ 土圧係数　 　 KA=　 　 　 　 　 地下外壁　 KN=

４ ） 風荷重

・ 速度圧　 q=0. 6・ E・ Vo　 　 =　 1. 406  N/m

・ 地下水位　 　 GL-　 　 m

・ 地域係数　 　 Z=1. 0

方　 　 向

構造設計条件

Ｘ 方向

Ｙ 方向

計算ルート γ

外　 　 　 壁

間仕切壁/界壁

大　 　 　 梁

小　 　 　 梁

基　 　 　 礎

１ 階床性能

地　 　 　 業

柱

建築物の構造概要

部　 　 　 位

屋　 　 　 根

構　 造　 概　 要　 書

床

折板

一般地域

１ ） 計算ルート 、 地震時層間変形角の制限値γ、 架構形式

構　 　 　 造　 　 　 種　 　 　 別

デッ キプ レ ート ＋コ ン ク リ ート （ 山上ｔ =　 　 　 　 ）

・ 地盤種別　 　 第　 2　 種

20N/cm/m

2

Vo = 　 　 　 32 m/sec

・ 地表面粗度区分　 =　

E =　 　

90cm

（ N/m　 ）

備　 　 　 考
現場

塗り 回数

・ 杭の先端深さ は地盤状況など に応じ て変更する こ と がある 。

基礎深さ （ ｍ）

部　 　 　 　 　 　 位

・ 地盤改良に関する セメ ン ト 系固化材は、 六価ク ロ ム溶出量低減型固化材を使用する 。

ただし 、 六価ク ロ ム溶出試験を 実施し 、 六価ク ロ ム溶出量が環境基準値以下である こ と を

杭工事

・ 締固めは、 ラ ン マ ー3回突き 、 振動コ ン パク タ ー2回締め又は振動ロ ーラ ー締め程度と し 、

・ 捨コ ン ク リ ート は、 設計基準強度　 　 　 Fc = 　 　 　 N/mm　 　 以上と する 。

確認し た場合はこ の限り ではない。

杭 杭径（ mm）別種 杭先端深さ （ ｍ）

地業工事

地 業 内 容

重　 ね　 継　 手

ト ルシ ア形（ S10T）

配　 　 筋　 　 （ 　 無し 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

施工条件

防錆方法

・ 圧接工： 公益社団法人　 日本鉄筋継手協会の資格証明書を 提出の事

備　 　 考
設計杭支持力（ kN/本）

短　 期長　 期

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ アン カ ーボルト SR235

使用法

・ デッ キプレ ート

厚さ 備　 　 考

種　 別

Ｊ Ｉ Ｓ 系２ 種（ F10T）

合成スラ ブ

支保工無し

捨型枠

連続梁

構造床

単純梁

防錆塗装亜鉛メ ッ キ

支保工有り

使　 用　 箇　 所 備　 　 　 考

・ 粗骨材の種類・ 寸法　 　 （ 　 砕石　 20　 ）

・ 寒中コ ン ク リ ート の適用期間　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

SD295A

材　 料

・ 計画供用期間の級：

・ 混和材料の特記　 　  （ 　    AE減水剤、 　 　 　 高性能AE減水剤、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ セメ ント の種類　 　 　 　 （ 　 　 　 普通ポルト ラ ンド セメ ン ト 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使　 用　 箇　 所

短期（ 18） 標準（ 24） 長期（ 30）

c

a

b

体積重量
気乾単位

強度 Fc
種　 類

設計基準コ ンク リ ート の
空気量スラ ン プ
所　 要所　 要

塗　 　 　 　 料
工場

・ 試験杭の位置等は設計図書又は工事監理者の指示によ る 。

基礎 D16以下

・ 圧接部抜取り 試験： 同作業班が同一日に施工し た圧接箇所ご と （ 200箇所を 越える

時は200箇所ご と ） を、 １ 検査ロ ッ ト と する 。

21 23 4. 5普通 15基礎

・ 場所打ち コ ン ク リ ート 杭の材料はコ ン ク リ ート 工事　 、 鉄筋工事の項によ る 。

・ 根固め液及び杭周固定液の管理試験は、 試験杭本毎に1回、 本杭20本毎に1回と する 。

・ せき 板の材料　 　 （ 　 　 合板、 　 　 　 メ ッ シ ュ 型枠　 　 　 　 鋼製型枠）

（ %）（ ｋ Ｎ /m　 ）3 （ cm）

2

（ mm）

ガ　 ス　 圧　 接

STKR400 柱、 小屋梁

表　 示種　 別採用

D10～16

備　 　 　 　 考

備　 　 　 　 考使　 用　 箇　 所種　 別採用

・ せき 板の存置期間

コ ン ク リ ート の材齢によ り 、 又はコ ン ク リ ート の圧縮強度によ り 定めら れた最小存置期間の

のち に取り 外し を行う 。

・ 試験　 　 　 （ 　 圧縮強度試験　 ）

供試体の採取場所は、 工事現場の荷降ろ し 場所と する 。 供試体は、 コ ン ク リ ート の

種類が異なる ご と に、 1日1回以上かつコ ン ク リ ート の150ｍ　 毎又は、 その端数に3

SNR400B ブレ ース

SN400B ブレ ースシート

建設地：

（ 増築予定　 　 　 無　 　 　 有）

デッ キプレ ート ＋セン チュ リ ーボード 　 （ 仮設厚生棟）

デッ キプレ ート ＋コ ン ク リ ート （ 山上t=　 80） 　 （ 仮設寮）

サイ ディ ン グ

複層断熱パネル

角波鉄板 Ａ Ｌ Ｃ 版

石膏ボード

Ｌ Ｇ Ｓ

S RC SRC

S RC SRC

S RC SRC

直接基礎

杭基礎

砕石 再生砕石 割り 石 砂利

土間コ ン ク リ ート （   t =100 ）

カ ッ タ ー目地　 　 　 有り 　 　 　 無し

構造スラ ブ（ t=　 　 　 ）

フ ォ ーク 走行の考慮　 　 　 有り 　 　 　 無し

地中梁と 土間の間のコ ン ク リ ート 　 　 　 有り 　 　 　 無し

カ ッ タ ー目地　 　 　 有り 　 　 　 無し フ ォ ーク 走行の考慮　 　 　 有り 　 　 　 無し

ラ ーメ ン ブレ ース

ラ ーメ ン ブレ ース

多雪地域

早強ポルト 　 　
ラ ン ド セメ ン ト

Ａ 種　 　 　 　 　Ａ 種　 　 　 　 　期

3

8

5

の
材

齢
日

（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

コ ン ク リ ート
の圧縮強度

0℃以上

１ ５ ℃以上

温
気
均

の
間

3

５ . ０ Ｎ ／ｍｍ

5

2

2

原則と し て、

シリ カ セメ ン ト

ラ ン ド セメ ン ト
普通ポルト 　 　

高炉セメ ン ト 　
Ａ 種　 　 　 　 　

基礎、 はり 側、 柱、 壁

早強ポルト 　 　
ラ ン ド セメ ン ト

セ
メ

ン
ト

置
存

の
種

類

平

種類

部位

普通ポルト 　 　

高炉セメ ン ト 　
Ａ 種　 　 　 　 　

シリ カ セメ ン ト

ラ ン ド セメ ン ト

スラ ブ下、 はり 下

ラ ン ド セメ ン ト
早強ポルト 　 　

せ　 き 　 板

Ａ 種　 　 　 　 　Ａ 種　 　 　 　 　

設計基準強度の

2512

８ ５ ％

15 28

8 17

28

１ ０ ０ ％

28

シ リ カ セメ ン ト
Ａ 種　 　 　 　 　

28

普通ポルト 　 　
ラ ン ド セメ ン ト

高炉セメ ン ト 　
Ａ 種　 　 　 　 　

シリ カ セメ ン ト

支　 　 　 柱

スラ ブ下

高炉セメ ン ト 　

ラ ン ド セメ ン ト
普通ポルト 　 　

ラ ン ド セメ ン ト
早強ポルト 　 　

はり 下

）

高　 架　 水　 槽

別紙参照

標準貫入試験 スウ ェ ーデン 式サウ ン ディ ン グ試験

平成　 　 年　 　 月　 　 日

基　 数種　 　 　 　 別

７ ） ク レ ーン ・ ホイ スト 荷重

種　 類 容量（ kN） 備　 　 　 　 　 　 考

コ ン ク リ ート 工事

使　 　 用　 　 箇　 　 所
（ N/mm　 ）2

深さ （ ｍ）

0 10

N値

土質名

1

GL

孔内水位（ m）  GL-　 　 m試験No.   1

20 30 40 50 60

2

3

4

5

6

7

8

9

10

打
撃
回
数
／
貫
入
量

（ ｃ ｍ）

鉄筋工事

継手

D19以下 （ 特記なき 限り ）

D22以上 （ 特記なき 限り ）

材　 料

鉄骨工事

SS400 プ レ ート 類

母屋、 つなぎ梁、 隅柱SSC400

高力ボルト

中ボルト

溶接

・ 高力ボルト

溶融亜鉛メ ッ キ高力ボルト （ Ｆ ８ Ｔ ）

・ 接合部の構造形式 （ 　 　 支圧接合　 　 　 　 摩擦接合　 　 　  引張接合）

（ 　 　 支圧接合　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ 　 　 工場溶接　 　 　 　 現場溶接）

SS400 SNR400B

・ スタ ッ ド ボルト JI S B 1198「 頭付き スタ ッ ド 」 によ る 。

防錆塗装

使　 用　 箇　 所

構　 造　 特　 記　 仕　 様　 書 注記ある 場合以外　 印の項目を 適用する 。

・ 供試体の養生方法は、 （ 　 　 標準水中養生　 　 現場水中養生　 　 現場封かん養生　 　 　 コ ア） と する 。

・ 供試体の採取

地盤改良 （ 　 　 深層混合処理工法　 　 　 浅層混合処理工法　 ）

地中梁と 土間の間の差し 筋　 　  　 　 　 有り 　 　 　 無し

・ 練り 混ぜ水　 　 　  （ 　 　 上水道水　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 回収水　 ）

・ 単位水量　        (      185kg/m　 以下、     175kg/m　  )  以下を 標準と する 。
3 3

・ 水セメ ン ト 比は、 ポルト ラ ン ド セメ ン ト の場合、 65パーセン ト 以下を標準と する 。

基礎深さ （ ｍ）

地盤改良工事

改良範囲（ mm） 改良深さ （ ｍ） 備　 　 考
設計支持力（ kN/㎡）

短　 期長　 期

設計基準強度
（ kN/mm　 ）2

圧接部引張試験＝３ 本以上/検査ロ ッ ト

超音波探傷試験＝３ 0箇所以上/検査ロ ッ ト

平板載荷試験

　 基準を 厳守する 事。
・ 突合せ溶接部の食い違い及び仕口のズレ 、 アン ダ－カ ッ ト については、 国交省告示1464号の

第三者機関社内

現場溶接部は、 全数検査突合せ溶接部

検 査 率 又 は 検 査 数
検査内容

 接合部の検査（ 検査結果は後日工事監理者に報告する こ と ）

検査対象

超音波探傷試験

・ 現場溶接部、 高力ボルト 接合部、 ボルト 類など は現場タ ッ チアッ プ を 行う 。

備　 　 考

％

15

・ 塩化物イ オン 量： 　 0. 3kg/m　 以下3

つき 1回以上と する 。

　 　 現場水中養生と し た場合の圧縮強度（ 28日） は、

・ コ ン ク リ ート 躯体の養生方法　 　 （ 　 　 散水養生、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

隅肉溶接部
溶接部外観検査

  (   )内数値は、 耐久設計基準強度（ N/mm　 ） を 示す。2

2

2

222

2

2

SNR490B

・ 耐火被覆を施す部分は原則と し て錆止め塗装をし ない。

（ 　 　 4. 8　 　 　 6. 8　 　 　 10. 9）強度区分

採用

JI S K 5674 1種 2

・ 単位セメ ン ト 量　 270kg/m　 以上を標準と する 。
3

上記以外の工場と する 。

ルーフ デッ キ

木製下地：

・ 重要度係数　 　 I =1. 25

・ 厚さ が300mmを超える と き は、 300mmご と に締固めを行う 。

緩み、 ばら つき 等がないよ う に 、 十分締固める 。

（ 継手ない場合は、 本杭30本毎に1回と する ）

上水道水以外の水

（ 構造体のコ ン ク リ ート 強度の推定試験）

材齢28日までの平均気温が20℃以上の場合

調合管理強度以上と する 。 材齢28日ま で の平均気温が20℃未満の場合は、 Ｆ ｃ +3Ｎ /㎡と する 。

又は12Ｎ ／ｍｍ
2

５ ℃以上

支柱を 外し たのち に取り 外す。

なお、 圧縮強度によ り 定める 場合は、 コ ン ク リ ート の試験結果及び安全確認する ための資料
により 、 監督職員の承諾を受ける 。

ABR ABM

（ 　 　 独立　 　 　 　 連続　 　 　 　 　 べた　 　 　 　 　 複合）

（ 　 　 鋼管　 　 　 　 Ｐ HＣ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） その他（ 　 　 　 　 ）

地業杭 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） その他　地盤補強用鋼管杭

    Ｃ o=0. 2

その他

JI S  G3101

JI S  G3350

JI S  G3466

JI S  G3138

JI S  G3136

％

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％

基礎サン ド イ ッ チパネル

2

2

京都府舞鶴市字長浜2001番地

100

スチールパテーシ ョ ン

1. 406

14070-0. 85コ ン ク リ ート 布基礎

1/200

1/200

捨てコ ン 基礎下 50

砕石 基礎下 100

土間コ ン ク リ ート 18 23 4. 5普通 18

床パネル（ ｔ ＝102　 合板12、 根太90×30＠300）

屋　 内　 部

JI S K 5674 1種 2屋　 外　 部

SD345 基礎D19

仮設厚生棟 2300 2100 1100

-0. 85GL-2. 0～-7. 6 1000 70 140

733. 42366. 71-9. 25～-17. 25杭

1800 1300 600

仮設厚生棟

仮設寮

STK490 216. 3 GL-17. 25 GL-0. 75 611. 18 1222. 3

STK490 216. 3 GL-9. 25 GL-0. 75 366. 71 733. 42杭先端深さ （ m）

仮設寮

G-ECSパイ ル工法

G-ECSパイ ル工法

スリ ーエスG工法

（ 仮設厚生棟）

（ 仮設寮）

S-0109H26 62-5149

第二厚生棟ほか４棟整備工事

依頼番号 図面番号

図面名称

工事名称

作成年月日

縮　　尺

年月日 担　　当訂正事項

担当照査

受　領　印

年　　月　　日

構造概要書 N.S

26

智哉 大木
テキストボックス
○参考資料3ｰ9　地業資料（青葉寮、第二厚生棟、機械室）
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柱芯

鉄筋：SD295A,SD345

基礎コンクリート強度：21Ｎ／ｍｍ2 +　S

A.BOLT(SNR490B転造ねじ)ダブルナット止め　定着板付

28 91

土間コンクリート強度：18Ｎ／ｍｍ2 +　S28 91

<アンカーボルト>
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直型（転造ネジ）

L C
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L
C

C

全長d

75340以上 500M20
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:改良体位置を示す

改良体仕様
柱状改良杭　φ600ｍｍ 

スリーエスG工法　　GBRC性能証明　第07-21号　
改良長:1.1m～6.7m
杭先端レベル:設計GL-2.0m～-7.6m

長期支持力　70kN
短期支持力　140kN

基礎使用

※FG2Aは主筋を2-D16とする

基礎伏図
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※　　　　　部分は、基礎天端-250とする
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S-0509H26 62-5149

第二厚生棟ほか４棟整備工事

依頼番号 図面番号

図面名称

工事名称

作成年月日

縮　　尺

年月日 担　　当訂正事項

担当照査

受　領　印

年　　月　　日

仮設厚生棟　基礎伏図

仮設厚生棟

A3＝1／200
A1＝1／100

※支持層が傾斜しているため、ボーリング調査位置にて管理トルク値の設定を行い、

改良体施工時のトルク管理にて支持層に到達が確認された位置を改良杭先端レベルとします。
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17.25m

G-ECSパイル工法（認定工法）

先端羽付鋼管杭(STK490)

杭先端レベル

杭長さ

杭工法

杭　種

GL-

L=16.5m

216.3mmｘ8.2mm杭径

0.75m杭頭レベル GL-

本数 41本

9.25m

G-ECSパイル工法（認定工法）

先端羽付鋼管杭(STK490)

杭先端レベル

杭長さ

杭工法

杭　種

GL-

L=8.5m

216.3mmｘ8.2mm杭径

0.75m杭頭レベル GL-

本数 14本

杭リスト
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P1 P1 P1 P1 P1 P1 P1

P1
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P1 P1 P1 P1 P1 P2
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5
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P1

長期支持力 366KN

短期支持力 733KN

長期支持力 611KN

短期支持力 1222KN

杭伏図
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杭先端実面積（Ap）および等価円直径（Dw） Ｒ：最大回転半径

○ t1＞7.1mm の場合

Ｇ-ＥＣＳパイルの材質 

 L5

t2

L4 

t2 

L4 

DpDp

L3
L1L2

 t3

t1t1

L6

▼くい先端

Ｒ

○ t1≦7.1mm の場合

溶接継手標準図３

　○ 翼部材質は、JIS G 3101 に定める SS400 及び JIS G 3106 に定め

　○

２

件　名１

２

【許容支持力および適用範囲】
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本工法により施工される基礎杭の許容支持力を定める際に

求める長期並びに短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

（先端地盤：砂質地盤（れき質地盤を含む））

ここで、

杭先端支持力係数：α

砂質地盤におけるくいの周面摩擦力係数：β

γ ： 粘土質地盤におけるくいの周面摩擦力係数 （γ＝　０　）

（β＝　０　）

（α＝１８４）

基礎ぐいの先端付近（杭先端より下方に1Dw（Dw：翼部実面積(Ap)と等価

な円の直径　以下、等価円直径と呼ぶ）、上方に1Dwの範囲）の地盤の

標準貫入試験による打撃回数（Ｎ値）の平均値（回） （５≦Ｎ≦６０）

Ap：

：N

Ns： 基礎杭周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による打撃回数の平均値

（回）

基礎杭周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計（ｍ）：Ls

qu

基礎杭周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計（ｍ）

：

：Lc

φ ： 基礎杭周囲の有効長さ（ｍ）

 杭 径　Dp（mm）

等価円直径 Dw(mm) 606.0

0.2884

267.4216.3

0.1993

503.7446.0

0.1562

190.7165.2

0.1089

372.3314.7

0.0780

139.8114.3

0.0514

256.9

※　Dp：一般部杭径

１）長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力（kN）

Ra = ｛13 α NAp +（β

２）短期に生ずる力に対する地盤の許容支持力（kN）

 NAp +（βα
3｛
2

Ra =

３

Na =
*F 

1.5
 Ae（1-α1-α2）

  = F･(0.80+2.5･te/r)

  = FF *

F * (0.01≦te/r＜0.08)

(te/r＞0.08)

腐食しろを除いた鋼管の断面積（mm )

腐食しろを除いた鋼管の厚さ（mm）

（ L>100 Dp の場合 α1=(L/Dp-100)/100 )

te:

:Ae設計基準強度（N/mm ）:F

r : 鋼管の半径（mm）

長さ径比による低減率α1:

α2: 溶接継手による低減率（α2＝0 ）

　１）適用する地盤の種類

基礎くいの先端地盤 ： 砂質地盤（れき質地盤を含む）

適用範囲５

34.76

267.4216.3

28.1224.79

190.7165.2

21.4818.17

139.8114.3

14.86最大施工深さ(ｍ)

 杭 径　Dp（mm）

最大施工深さ

適用する建築物の規模　３）

3162509027042027015022

22 130 240 370 240 80 225 280

234185

Ｒ

162

198165

135

L6Dp

139.8

165.2

190.7

216.3 10.3
8.2

7.0
5.3

7.1
5.0

6.6
4.5

6.0
4.5

t1 t2 t3 L1 L2 L3 L4 L5

38

44

50200

170

140210

260

310200

170

14070

90

11019

19

16

12

12

16

16

（単位は全て　mm）
１

杭体から決まる長期許容支持力 （kN）

Ｇ-ＥＣＳパイル工法設計施工標準

Ｇ-ＥＣＳパイル工法　

【Ｇ-ＥＣＳパイルの構造・規格】
Ｇ-ＥＣＳパイル寸法

300

1030

267.4

（単位は全て　mm）

216.3

850

240210

760

190.7165.2

640

175150

540

139.8114.3

440

140へりあき　　Ｂ

杭芯間隔　  Ａ

 杭 径　Dp（mm）

267.4 28 180 325 505 325 110 305 380199.3
12.7

8.0

（ 施工地盤面より ）

（ 上・下杭肉厚が異なる場合 ）（ 上・下杭肉厚が同じ場合 ）

3.23.22.3～3.2

フィラープレート

 裏当金具 裏当金具 裏当金具

1～31～3

45°

45°1～4

床面積の合計が500,000ｍ　以下のものとする。

【杭芯間隔とへりあきの推奨値】

・杭芯間隔とへりあきの推奨値を以下に示す。

杭芯間隔とへり空きの推奨値

鋼管材質は、JIS G 3444 による STK400 及び STK490 とします。

12114.3

【 回 転 貫 入 鋼 管 杭  ジ ー ・ エ ク ス パ イ ル 】

る  SM490A とします。

2

４ 引抜き方向の短期支持力

１）地盤から定まる引抜き方向の短期支持力（kN）

tRa =  NtAp +Wp
3

κ
２

α 杭先端支持力係数：

ここで、

（砂質地盤（れき質地盤含む）：κ＝５６）

*砂質地盤（れき質地盤を含む）の場合：１０≦Ｎｔ≦６０

による打撃回数（Ｎ値）の平均値（回）

基礎ぐいの先端付近（杭先端より上方に3Dw（Dw：翼部実面積(Ap)と等価

な円の直径　以下、等価円直径と呼ぶ）の範囲）の地盤の標準貫入試験

：N

（粘土質地盤：κ＝５６）

ただし、Ntを求めるための個々のN値についてはN＜5の場合はN=0

N＞100の場合はN=100とする。

ただし、Ntを求めるための個々のN値についてはN＜2の場合はN=0

*粘土質地盤の場合：５≦Ｎｔ≦５０

N＞50の場合はN=50とする。

Atp：

Atp＝（Dw　-Dp　）π/４

Dw:　翼部実面積と等価な円の直径（以下、等価円直径と呼ぶ）

Dｐ:　くい径

Wp ：浮力を考慮したくい有効自重（ｋN)

２）くい体から定まる引抜き方向の短期支持力（kN）

ｔNa =FAe

腐食しろを除いた鋼管の断面積（mm )AeF 設計基準強度（N/mm ）: :

※　明らかにｔRaより大きいので、特に検討の必要はない。

粘土質地盤

*くいの許容支持力

粘土質地盤

砂質地盤（れき質地盤を含む）

*引抜き方向の短期支持力

基礎くいの先端地盤 ：

基礎くいの軸部径の130Dpとします。

最大施工深さ　２）

※引抜き支持力を適用するくいについては、くい径267.4の最大施工深さは

先端地盤が砂質（れき質）地盤の場合33.0ｍ、粘土質地盤の場合31.7ｍ

12.7

（BCJ基評-FD0178-01）

1～4 1～4

 NsLs + γquLc）φ

 NsLs + γquLc）φ

｝

｝

2基礎杭周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値（kN/m ）

2翼部実面積 Ap(m )

2　 2

2基礎杭の先端の有効面積（m ）

2 2

2　 2

2基礎杭の先端翼部の実面積（m ）

・杭頭部の接合例を以下に示す。

くい頭部をフーチング内に(5d+70)mm程度

埋め込ませる。

（※くい頭鉄筋については、別途検討が必要）

砕石 
捨てコン  2Dp以上

 2Dp以上
1Dp以上 
捨てコン 

砕石 

（弊社推奨例）

【杭頭部の接合例】

タイプＢ

吊り型枠を設置後、鉄筋を溶接する。

くい頭部をフーチング内に杭軸部径（Dp）

以上埋め込ませる。

タイプＡ

吊り型枠を設置する。

中詰めコンクリート2Dpを確保する。

トルクを設定する。

支持層上端より1Dp以上（引抜き方向の支持力を適用するくいについては

の押圧力でＰＲ値・トルクを測定し、「支持層確認管理値」以下となった

・ＰＲ値が「支持層確認管理値」の30％以下となる場合。

・施工トルクがくい体の短期許容ねじり強さを超える場合。

ＰＲ値が「支持層確認管理値」以下となった後、根入れの際に

本くいの施工時には、くい先端予定深度より1.0ｍ上部から試験くいと同一

くいの逆転・反復掘削は行わない。但し、Dp：くいの軸部径の直径。

には、1Dpの根入れと同等として扱う。

深度を支持層上端とする。

 ※

６）

５）

くいを３本施工し、くい先端予定深度より1.0ｍ上部から試験くいと同一

試験くいに不整合が無ければ、試験くいの施工データと比較しながら本

性を検証する。このとき、地盤調査位置近傍に本くいがある場合には、

長に渡り、深度・ＰＲ値・トルクを測定し、地盤調査資料と比較して整合

する。また、トルクの最小値とバラつきの適度を考慮して打止め参考

３）で求めた平均値の130％を当該現場における「支持層確認管理値」と

るＰＲ値の平均値を求める。また、合わせてトルクの最小値を求める。

試験くいを含めた始めの４本について、くい先端深度より1Dp上部におけ

験くいの施工を行う。試験くいでは、地表面からくい先端予定深度まで全

本くいの施工に先立ち、地盤調査（標準貫入試験）位置または近傍にて試

２）

の押圧力でＰＲ値を測定する。

４）

３）

これを試験くいとすることができる。

（施工管理方法）

１）

管理値」を決定し、くいの先端が確実に支持層に到達していることを確認して、

　Ｇ-ＥＣＳパイル工法では、以下の管理方法により現場ごとの「支持層確認

・Ｇ-ＥＣＳパイル工法では、「ＰＲ値」により施工管理を行う。

「ＰＲ値」・・・・・くい１回転あたりの地中への貫入量

【施工管理方法】

打ち止め管理を行う。

（ＰＲ値）

1Dｗ以上）くいを根入れし、打ち止めとする。このとき、根入れのために

くい先端予定深度より浅い位置で打ち止めとなる場合には、くい先端以深

の地盤にN値の落ち込みがないことが確実な場合で、くい体に影響がなけ

れば、くい先端予定深度まで回転貫入させる。貫入が困難な場合、または

N値の落ち込みが予想される中間層の場合は、その位置で打止めとし、

くい頭は設計位置で切断とする。

７）くいの高止まり時の処置

層を打抜き後、再施工とする。アースオーガー等による先行掘削は、支持

くいに逆回転を与えて引抜き、アースオーガー等にて掘削して施工困難な

中間層で掘削不可能となり、地盤にN値の落ち込みが予想される場合には

層予定深度の1.0ｍ程度上部（引抜き方向の支持力を適用するくいについ

ては3Dwかつ1.0ｍ上部）とする。

指示に拠ることとする。

ただし、最大施工深さを超える場合には、監理者・設計者と協議の上、

くいを適宜継いで、「支持層管理値」以下になるまで施工する。

くい先端予定深度で、PR値が「支持層確認管理値」以下とならない場合は

くい長不足の処置８）

（BCJ基評-FD0178-01）

（BCJ基評-FD0124-02）

（国住指第3215-2号）

（国住指第3215-1号）

TACP - 0208

平成18年 3月30日

建築技術性能証明書（引抜き方向の鉛直支持力）

　財団法人　日本建築総合試験所　性能証明

　財団法人　日本建築センター　性能評価

　国土交通省大臣認定

Ｇ-ＥＣＳパイル工法

認定年月日

性能評価書(砂質・れき質）

性能評価書（粘土質）

認定書

指定書

認定番号

中詰めコンクリート2Dpを確保する。

吊り型枠を設置する。

吊り型枠を設置後、鉄筋を溶接する。

タイプＢ

（※くい頭鉄筋については、別途検討が必要

埋め込ませる。

くい頭部をフーチング内に(5d+70)mm程度

捨てコン 
砕石 

砕石 
捨てコン 
1Dp以上 

 2Dp以上

 2Dp以上

タイプＡ

以上埋め込ませる。

くい頭部をフーチング内に杭軸部径（Dp）

（弊社推奨例）

引抜き力を負担しない杭の場合

引抜き力を負担させる杭の場合

くい頭溶接の鉄筋は引抜き力だけを負担する。

　鉄筋は引抜き力と曲げモーメントを負担する）

TEL：022-217-8105

TEL：098-860-3700

埼玉県さいたま市南区南浦和2-40-2　南浦和ガーデンビル6階
TEL：092-433-5833

大阪府大阪市中央区高麗橋3-1-14　高麗橋山本ビル8階

評定書（小口径鋼管くい用無溶接継手）

TEL：06-6233-7300

TEL：03-3639-5226

東京都中央区日本橋箱崎町4-3　国際箱崎ビル3階

TEL：048-813-6612
TEL：0296-70-5015

TEL：025-242-2180

 茨城営業所
 東北営業所

 沖縄営業所
 新潟営業所

北関東支店
 九州営業所
 関西営業所

北関東営業所

　財団法人　日本建築センター　評定

　株 式 会 社   三   誠

西日本支店

本      社 

FAX：022-217-8137

FAX：098-860-3750

FAX：092-433-5834
FAX：06-6233-7310

FAX：048-813-6615
FAX：0296-70-5016

FAX：025-242-2183

（BCJ評定-FD0426-01）

FAX：03-3639-8162

【現場自動溶接ロボット工法】　ECS-AW

・ロボット本体仕様

本体外形寸法 ：

レール寸法 ：

本体重量 ：

幅 388mm

幅 120mm

約 4.5kg

奥行き 120mm 高さ 236mm

厚さ 20mm

・溶接方法

・適用くい径

： セルフシールドアーク溶接

： Dp=165.2mm～267.4mm

【小口径鋼管くい用無溶接継手】　ECS-PJ

・適用くい種

・適用くい径 Dp=165.2mm～267.4mm：

小口径鋼管くい：

・使用鋼材

JIS G 3444（一般構造用炭素鋼鋼管） STK400,STK490

JIS G 3475（建築構造用炭素鋼鋼管）：

：

（GBRC 性能証明　第 11-05号）

STKN400W,STKN400B,STKN490B

(5d+70)mm 

(5d+70)mm 
2
5

2
5

2
5

2525

6325 270063256300 630063006300

6325 54006300 630063006300 3625

X14A

A3＝1／200

S-1109H26 62-5149

A1＝1／100

第二厚生棟ほか４棟整備工事

依頼番号 図面番号

図面名称

工事名称

作成年月日

縮　　尺

年月日 担　　当訂正事項

担当照査

受　領　印

年　　月　　日

仮設寮　杭伏図

仮設寮

※本計画地は、杭先端の支持地盤が傾斜しているため
右表施工管理方法に従い、トルク管理を行い、
支持地盤が確認された位置を杭先端位置とする。
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小屋伏図 特記なき柱はC1とする

特記なき限り水平ブレースはM12とする
　は、壁ブレースM16を示す
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基礎伏図 特記なき基礎はFG1とする
アンカーボルトはM16とする
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基
礎

芯
ア

ン
カ

ー
芯

基
礎

芯

アンカー芯
基礎芯

アンカー芯
基礎芯

砕石ｔ＝100

土間コンクリート　t＝120
配筋D10＠200（タテ・ヨコ共）
透湿防水シートｔ＝0.15

GL+300

注記

鉄筋）

SD295A

コンクリート）

（土間コンクリート・捨てコンクリート　Fc＝18　N/mm）

設計基準強度：Fc＝21 N/mm

スランプ値：15cm（捨てコンクリート部　18cm）

地耐力）

2

2

M16 L=400

A.BOLT）

設計地耐力：30KN/㎡（長期・仮定値）

設計地耐力：60KN/㎡（短期・仮定値）

SNR490B（定着板付）　ダブルナット締め

1100

R
G1

P1

B

B

B

地盤改良（セメント系固化剤による浅層混合処理工法）

特記なき場合、「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」

（日本建築センター）による。

（a）改良地盤での鉛直支持力

　　 30kN/m2（長期地耐力）

（b）改良体の設計基準強度

　　 改良地盤での鉛直支持力×3kN/m2以上

（c）配合量

　　 工法による混合の均一性を確保するため、現場での配合量は

　　 50kN/m2以上とする。

（d）試験掘

　　 特記なき場合、本改良に先立って影響の無い箇所にて試験掘を

　　 行う。試験掘深さは改良深さ+1mとし、範囲は1.5m×1.5mとする。

（e）改良深さ

　　 ※図示による。但し、本改良の改良深さは試験掘の結果により

　　 最終決定とする。改良深さが1mを超える場合は2層以上に分けて

　　 改良を行う。

（f）改良体の一軸圧縮試験

　　 ・適用しない　　・適用する

　　 試験体採取　　3箇所

　　 試験により改良体の設計基準強度を確認すること。

（g）地盤改良の地業

　　 地盤改良を行った基礎下の地業は捨コンクリート地業とする。

A3＝1／100

S-2109H26 62-5149

A1＝1／50

第二厚生棟ほか４棟整備工事

依頼番号 図面番号

図面名称

工事名称

作成年月日

縮　　尺

年月日 担　　当訂正事項

担当照査

受　領　印

年　　月　　日

機械室棟　基礎伏図・小屋伏図

機械室棟

Ｄ１０ 　＠２００

１-Ｄ１０

１-Ｄ１３

A.BOLT 2-M16 

１-Ｄ１０基礎天端1
5
0

2
0
0

1
5
0

1
1
5
0

捨てコン下 -1150まで地盤改良

300

Ｄ１０ 　＠２００

１-Ｄ１０

基礎外面
Ａ，ＢＯＬＴ天端

6
0

外 150

7575

１-Ｄ１３

基礎芯＝Ａ，ＢＯＬＴ芯

50

通芯

設計ＧＬ

内

5
0

3
5
0

FG1

<アンカーボルト>

d

直型（転造ネジ）

L C

直　　型

L
C

C

全長d

60270以上 400M16

SNR490B

全
長

RG2
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